
　

国
見
町
交
通
対
策
協
議
会

（
太
田
久
雄
会
長
）
は
、
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
国
見
町
小

学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
7
月
7
日
、
国
見
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
国
見
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全

標
語
を
募
集
し
、
応
募
総
数

２
６
１
点
の
中
か
ら
、
26
人
が

入
選
し
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
標
語
が
書
か
れ
た

看
板
は
町
内
各
地
に
設
置
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
す
。

【
入
選
者
】　　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
交
通
対
策
協
議
会
長
賞

　

安
齋
綸
之
助
（
一
年
）

　

渡
邊
さ
く
ら
（
二
年
）

　

永
井　

凜
奈
（
三
年
）

　

佐
久
間
健
一
（
四
年
）

　

岩
渕　

心
音
（
五
年
）

　

比
金　

楓
華
（
六
年
）

　
　
　
　
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

国
見
町
小
学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

◆
教
育
長
賞

　

秦　
　

唯
斗
（
一
年
）

　

佐
藤　

誓
星
（
二
年
）

　

井
砂　

璃
音
（
三
年
）

　

オ
ス
タ
フ
ィ
エ
ブ
拓
海（
四
年
）

　

鈴
木　

緋
那
（
五
年
）

　

菅
野　

結
奈
（
六
年
）

◆
優
秀
賞

　

井
砂　

海
志
（
一
年
）

　

髙
橋
優
依
花
（
二
年
）

　

鑓
水　

理
菜
（
三
年
）

　

髙
橋　

優
杏
（
四
年
）

　

榊　
　

優
来
（
五
年
）

　

佐
藤　

陽
生
（
六
年
）

◆
交
通
安
全
協
会
各
部
会
長
賞

　
藤
田
：
太
田　

裕
菜
（
一
年
）

　

小
坂
：
菊
地　

莉
愛
（
一
年
）

　
森
江
野
：
松
浦　

優
果
（
四
年
）

　
大
木
戸
：
大
沼　
　

翔
（
一
年
）

◆
各
地
区
交
通
安
全
母
の
会
長
賞

　
藤
田
：
石
川　

大
起
（
二
年
）

　

小
坂
：
半
澤　

華
那
（
五
年
）

　
森
江
野
：
吉
田　

来
輝
（
六
年
）

　
大
木
戸
：
齋
藤　

杜
穏
（
一
年
）

交通対策協議会長賞（最優秀賞）を受賞したみなさん

　

宮
城
県
白
石
市
と
国
見
・
桑

折
地
区
合
同
の
「
夏
の
交
通
事

故
防
止
ふ
く
し
ま
・
み
や
ぎ
県

境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
7
月
19

日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
太
田
久

雄
国
見
町
長
、
牧
野
善
茂
桑
折

町
副
町
長
、
菊
地
正
昭
白
石
市

副
市
長
を
は
じ
め
、
警
察
関
係

者
、
管
内
の
交
通
安
全
団
体
関

係
者
が
参
加
。
ま
た
、「
く
に

み
も
も
た
ん
」や
桑
折
町
の「
ホ

タ
ピ
ー
」、
白
石
市
の
「
ポ
チ

武
者
こ
じ
ゅ
ー
ろ
う
」
と
甲
冑

工
房
「
片
倉
塾
」
の
み
な
さ
ん

 ふくしま・みやぎ
県境キャンペーン

も
駆
け
つ
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
で
は
初
の
開
催
。
開

催
地
を
代
表
し
て
太
田
町
長

が
「
両
県
の
交
流
の
場
と
な
る

こ
の
道
の
駅
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
う
っ
て
つ
け
の
場
所
。
連
携

し
て
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・

安
心
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
に
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

桃
ジ
ュ
ー
ス
や
白
石
う
ー
め
ん

を
配
り
な
が
ら
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ドライバーに安全運転を呼びかけ

国道 4 号拡幅事業推進を要望

　国見町交通対策協議会（会長＝太田久雄国見町
長）は 6 月 29 日、福島北警察署と桑折分庁舎を
訪問し、町道 116 号交差点（道の駅北側）への信
号機新設と日渡交差点（道の駅南側）の既設信号
機を矢印式信号機に変更することを要望しました。
　太田町長は佐藤浩三福島北警察署長と成瀬正宏
桑折分庁舎所長に、当該箇所の現状と危険性を説
明して信号機の必要性を訴え、要望書を手渡しま
した。
　国道 4 号拡幅と道の駅建設に伴い改良した町道
116 号は、国道 4 号と交差し、道の駅と藤田商店
街とを結ぶ重要な路線ですが、交差点に信号機が
ないため危険な状況となっています。道の駅オー
プン後は周辺道路の交通量も増加し、通行の安全
を確保するためにも、早期の信号機設置が求めら
れています。
　また、日渡交差点においても、国道 4 号下り線
から道の駅に入場する車が青信号内に右折できず、
右折車線に滞留したり赤信号で右折しようとする
車が見られ、危険な状況であることから、矢印式
信号機への変更を要望しています。

　太田久雄国見町長は 7 月 10 日、財務省、国土
交通省、自民党本部などを訪問し、国道 4 号伊達
拡幅の事業推進などを要望しました。
　伊達拡幅事業は、交通渋滞の緩和や高速道路代
替機能の確保を目的として国道 4 号の 4 車線化を
目指すもので、5 月にオープンした道の駅国見あ
つかしの郷との連携にも欠かせない事業であるこ
とから、道路整備予算の確保と事業推進を要望し、
財務省岡本薫明主計局長、国道交通省大野泰正大
臣政務官、自民党本部細田博之総務会長らに要望
書を手渡しました。

信 号 機 の 早 期 設 置 を 要 望

佐藤福島北警察署長に説明する太田町長細田総務会長（中央）へ要望書を手渡す太田町長、右
は亀岡衆議院議員

災 害 対 策 功 労 者 表 彰 を 受 賞

　国土交通省東北地方整備局による国土交通行政
功労者表彰式が 7 月 19 日、宮城県仙台市戦災復
興記念館で開かれ、国見町が災害対策功労者表彰
を受賞しました。表彰式では、津田修一東北地方
整備局長から太田久雄国見町長に表彰状が贈られ
ました。
　今回の表彰は、今年 1 月の大雪の際に、国見町
が国土交通省と連携して国道 4 号の渋滞対策に貢
献したことが評価されたものです。

交通ルールを守りましょう

　道路を横断する際には

　信号機のある横断歩道を
　渡りましょう。

東北地方整備局長から表彰状を贈呈される太田町長

特に道の駅周辺では交通量が増えています
ので、交通事故から身を守るため、交通ルー
ルをよく守り、国道 4 号を横断する際に
は信号機のある横断歩道を渡りましょう。
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